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砂像展示の様子 砂像 

建物外観 

砂の美術館エントランス 
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7 国の施策に関する資料 

（1）みなとオアシスの概要資料 
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（2）海の駅の概要資料 
「海の駅」は、誰でも、気軽に、安心して、楽しめる施設であり、車で陸から、

プレジャーボートで海から、どちらからでもアプローチできるマリンレジャー拠

点です。 

「海の駅」は、申請に基づき、海の駅ネットワーク事務局認定委員会が認定し

ます。 

来訪者のための一時係留設備（ビジターバース）、トイレ、マリンレジャーに

関する情報提供のための施設のほか、ホテルやレストランなどの施設を併設した

ところもあり、地域観光の足がかりとしても利用されています。また、レンタル

ボートなどを利用したクルージングや、各種マリンイベントの開催、朝市による

海産物などの販売、地元漁船などを活用した漁業体験など、地域の特性を活かし

た取り組みが実施されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   海の駅概要：九州運輸局提供資料より抜粋 
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            九州運輸局提供資料より抜粋 
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（3）既存の港湾施設を活⽤した⽇本の釣り⽂化の振興に関する資料 
（国⼟交通省港湾局） 
 

    国土交通省港湾局は平成 30 年 3 月、公益財団日本釣振興会との連携により、

港湾における釣り施設や既存防波堤を活用した釣り文化の振興に取り組むこと

が公表されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国土交通省港湾局（平成 30 年 3 月） 
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（4）PORT2030 の概要資料 
国土交通省港湾局から平成 30 年 7 月に、中長期を見据えた港湾の果たすべき役

割を取りまとめた「ＰＯＲＴ 2030」が公表されました。2030 年を見据えた港湾が

果たす役割として「新たな価値を創造する空間」が掲げられ、主要施策として「ブ

ランド価値を生む空間形成」が挙げられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国土交通省港湾局（平成 30 年 7 月） 
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出典：国土交通省港湾局（平成 30 年 7 月） 
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出典：国土交通省港湾局（平成 30 年 7 月） 
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8 芦屋港活性化推進委員会 

（1）芦屋港活性化に向けた検討体制 
芦屋町では、平成 27 年度に実施された「芦屋港周辺における水辺の空間を活か

した地域創生のための基盤整備検討調査（福岡県実施）」により示された『今後

の課題』を調査検討するとともに、現実性のある計画とするため、次の体制によ

り検討を行ってきました。 
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（2）条例・要綱 
 



 

87 

  



 

88 

（３）芦屋港活性化推進委員会 
 

委員名簿 

氏 名 区 分 所 属 

内田 晃  

[委員長] 
有識者 

北九州市立大学 地域戦略研究所 副所長 

地域創生学郡 教授 博士（人間環境学） 

小島 治幸 

[副委員長] 
有識者 学校法人福原学園 九州共立大学 名誉教授 

辻本 一夫 町議会議 芦屋町議会 芦屋港活性化特別委員会 委員長 

松上 宏幸 町議会議 芦屋町議会 総務財務常任委員会 委員長 

松岡 泉 町議会議 芦屋町議会 民生文教常任委員会 委員長 

川上 誠一 町議会議 芦屋町議会 議会広報常任委員会 委員長 

根木 貴史 関係行政機関 
国土交通省 九州地方整備局 

北九州港湾・空港整備事務所 所長 

久保 尚亮 関係行政機関 福岡県 北九州県土整備事務所 所長 

吉瀬 幸一 関係行政機関 福岡県 県土整備部 港湾課 課長 

牟田口 徹 関係行政機関 福岡県 企画・地域振興部 広域地域振興課 地域企画監

山田 寛 町民 区長会代表（白浜区区長） 

林 知幸 町民 区長会代表（浜崎区区長） 

中西 隆雄 漁協 遠賀漁業協同組合 代表理事組合長 

河村 拓磨 漁協 遠賀漁業協同組合 参事補佐 

重岡 裕馬 農協 ＪＡ北九遠賀中間支部 青年部芦屋支部会 部会長 

信安 一宏 金融機関 福岡銀行芦屋支店 支店長 

北 陽一 観光協会 芦屋町観光協会 

後藤 了輔 商工会 芦屋町商工会 青年部 副部長 

小田 昭裕 町民 一般公募 

須河内 美紀 町民 一般公募 

オブザーバー 

国土交通省 九州地方整備局 遠賀川河川事務所 占用調整課 

事務局 

芦屋町 芦屋港活性化推進室 （平成 29 年度までは芦屋町企画政策課） 

事務局支援 

国土交通省 九州地方整備局 北九州港湾・空港整備事務所 企画調整課 

福岡県 県土整備部 港湾課 

福岡県 北九州県土整備事務所 （河川砂防課・企画班） 
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検討の経過 

回 数 日 付 出席 審議内容 

第 1 回 平成 29 年 8 月 29 日 19 名 ・これまでの検討経緯について（共通認識） 

第 2 回 平成 29 年 9 月 27 日 19 名 
・芦屋町における観光動態、商圏分析 

・プレジャーボート係留施設専門分科会設置について

第 3 回 
平成 29 年 10 月 19 日 13 名 

・先進地調査 

（うみてらす豊前、道の駅宗像、うみんぐ大島） 

第 4 回 平成 29 年 11 月 22 日 18 名 ・芦屋港に必要な機能の検討（グループワーク） 

第 5 回 平成 29 年 12 月 19 日 17 名 
・ＳＷＯＴ分析、芦屋港に求める機能・ターゲット層 

（グループワーク） 

第 6 回 平成 30 年 2 月 19 日 19 名 ・課題の整理、検討の方向性 

第 7 回 平成 30 年 3 月 19 日 19 名 ・専門分科会報告、導入機能とゾーニング 

第 8 回 平成 30 年 4 月 26 日 17 名 ・導入機能とゾーニング 

第 9 回 平成 30 年 5 月 10 日 18 名 ・施設配置・動線の考え方整理、今後のすすめかた 

第 10 回 平成 30 年 9 月 27 日 17 名 ・上屋の現地調査と活用方法、動線・施設配置 

第 11 回 平成 30 年 11 月 15 日 17 名 ・基本方針、年次計画 

第 12 回 平成 3１年 1 月 7 日 名 
・維持管理、施設整備、概算事業費 

・素案、答申について 
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（4）専⾨分科会による詳細検討 
1）専⾨分科会設置の⽬的 

芦屋港活性化推進委員会による検討において、芦屋港に導入する機能として一

定のニーズがあることから、専門的に検討する専門分科会を設置し、基本計画の

まとめに活用しました。 

専門分科会は、機能の事業実現可能性や施設規模など事業化に向けた詳細な検

討を行い、芦屋港活性化基本計画に反映することを目的とし、「芦屋港活性化推

進委員会設置条例（平成 29 年条例第 18 号）」第 8条第 1項の規定に基づき、設

置したものです。 

 

設置した専門分科会 

専門分科会 検討期間 検討内容 

プレジャーボート係留施設 

専門分科会 

平成 29 年 12 月 

～平成 30 年 4 月

設置位置、利用隻数、収支予測、管理運営方

法など 

直売機能専門分科会 
平成 30 年 8 月 

～平成 30 年 10 月

ターゲット、コンセプト、施設規模、収支予測、管

理運営方法など 

飲食機能専門分科会 
平成 30 年 8 月 

～平成 30 年 10 月

ターゲット、コンセプト、施設規模、収支予測、管

理運営方法など 

海釣機能専門分科会 
平成 30 年 8 月 

～平成 30 年 10 月

海釣り施設のあり方、ターゲット、施設規模、整

備内容、管理運営方法など 
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2）プレジャーボート係留施設専⾨分科会 
 

 委員名簿 

氏 名 区 分 所 属 

小島 治幸 [会長] 有識者 学校法人福原学園 九州共立大学 名誉教授 

吉井 健 [副会長] マリン業界 一般社団法人 日本マリン事業協会 九州支部 

中西 隆雄 漁 協 遠賀漁業協同組合 代表理事組合長 

河村 拓磨 漁 協 遠賀漁業協同組合 参事補佐 

北 陽一 観光協会 芦屋町観光協会 

浦川 一徳 利用者 西川連合会（芦屋船舶会） 

 

オブザーバー 

国土交通省 九州地方整備局 遠賀川河川事務所 占用調整課 

国土交通省 九州地方整備局 北九州港湾・空港整備事務所 企画調整課 

 

事務局 

芦屋町 芦屋港活性化推進室 （平成 29 年度までは芦屋町企画政策課） 

福岡県 北九州県土整備事務所 河川砂防課 

 

事務局支援 

福岡県 県土整備部 港湾課 

 

 

検討経緯 

回 数 日 付 参加 検討内容 

第 1 回 平成 29 年 12 月 26 日 6 名 
・これまでの経緯（共通認識）  

・利用隻数 

第 2 回 平成 30 年１月 26 日 6 名 
・プレジャーボート利用隻数 

・収支予想 

第 3 回 平成 30 年 3 月 5 日 6 名 
・第 6 回芦屋港活性化推進委員会報告 

・管理運営方法 

第 4 回 平成 30 年 4 月 10 日 6 名 
・管理運営方法 

・専門分科会まとめ 
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3）直売機能専⾨分科会 
 

 委員名簿 

氏 名 区 分 所 属 

森江 由美子  [会長] 有識者 九州共立大学 経済学部 准教授 

河村 拓磨  [副会長] 漁 協 遠賀漁業協同組合 参事補佐 

川原 英明 農 協 ＪＡ北九州 

吉岡 誠治 商工会 芦屋町商工会 経営指導員 

東 里美 直売所 うみてらす豊前 

須河内 美紀 事業者 事業者（株式会社ゼロプラス） 

 

オブザーバー（外部アドバイザー） 

芦屋町地域再生マネージャー 杤尾圭亮 

総務省地域創造力アドバイザー 道の駅萩しーまーと前駅長 中澤さかな 

 

事務局 

芦屋町 芦屋港活性化推進室 

芦屋町 産業観光課（商工観光係、農林水産係） 

 

事務局支援 

福岡県 県土整備部 港湾課 

 

 

検討経緯  ※２回目より飲食部会と合同で開催 

回 数 日 付 参加 検討内容 

第 1 回 平成 30 年 8 月１日 6 名 
・事業者ヒアリングの結果、検討の方向性 

・ターゲット、コンセプト 

第 2 回 平成 30 年 8 月 28 日 6 名 
・先進事例研究（講演：中澤さかな氏） 

・ターゲット、コンセプト 

第 3 回 平成 30 年 9 月 10 日 6 名 

・集客、消費額見込、施設規模 

・運営主体、複合機能の必要性 

・集客の手法、工夫 

第 4 回 平成 30 年 10 月 24 日 6 名 

・直売、飲食機能のあり方、施設、付帯施設 

・整備主体、運営主体、事業費、ランニングコスト 

・整備スケジュール、検討課題 
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4）飲⾷機能専⾨分科会名簿 
 

 委員名簿 

氏 名 区 分 所 属 

浦野 恭平  [会長] 有識者 北九州市立大学 経済学部 教授 

河村 拓磨  [副会長] 漁 協 遠賀漁業協同組合 参事補佐 

武谷 晋平 商工会 芦屋町商工会 経営指導員 

須河内 美紀 事業者 事業者（株式会社ゼロプラス） 

船越 清玄 事業者 飲食店事業者（FRANCEYA オーナーシェフ） 

 

オブザーバー（外部アドバイザー） 

芦屋町地域再生マネージャー 杤尾圭亮 

総務省地域創造力アドバイザー 道の駅萩しーまーと前駅長 中澤さかな 

 

事務局 

芦屋町 芦屋港活性化推進室 

芦屋町 産業観光課（商工観光係、農林水産係） 

 

事務局支援 

福岡県 県土整備部 港湾課 

 

 

検討経緯  ※２回目より直売部会と合同で開催 

回 数 日 付 参加 検討内容 

第 1 回 平成 30 年 8 月 7 日 ４名 
・事業者ヒアリングの結果、検討の方向性 

・ターゲット、コンセプト 

第 2 回 平成 30 年 8 月 28 日 ４名 
・先進事例研究（講演：中澤さかな氏） 

・ターゲット、コンセプト 

第 3 回 平成 30 年 9 月 10 日 ５名 

・集客、消費額見込、施設規模 

・運営主体、複合機能の必要性 

・集客の手法、工夫 

第 4 回 平成 30 年 10 月 24 日 ５名 

・直売、飲食機能のあり方、施設、付帯施設 

・整備主体、運営主体、事業費、ランニングコスト 

・整備スケジュール、検討課題 

 

 

 



 

94 

5）海釣機能専⾨分科会名簿 
 

 委員名簿 

氏 名 区 分 所 属 

吉田 博司  [会長] 有識者 
公益財団法人日本釣振興会理事 

九州地区支部長・福岡県支部長 

皆川 公一  [副会長] 釣具店 町内釣具店 

鶴原 修 愛好家 町内釣り愛好家 

郷原 未来 愛好家 町内釣り愛好家 

西森 誠 業 界 株式会社タカミヤ 

河村 拓磨 漁 協 遠賀漁業協同組合 参事補佐 

 

事務局 

芦屋町 芦屋港活性化推進室 

芦屋町 産業観光課（農林水産係） 

 

事務局支援 

福岡県 県土整備部 港湾課 

 

 

検討経緯 

回 数 日 付 参加 検討内容 

第 1 回 平成 30 年 8 月 29 日 6 名 
・事業者ヒアリングの結果 

・海釣り機能の方向性 

第 2 回 平成 30 年 9 月 11 日 6 名 

・現地調査 

・現状での活用方法 

・遠賀漁業協同組合芦屋支所との関わり 

第 3 回 平成 30 年 9 月 18 日 6 名 

・漁協ヒアリング結果からの対応策検討 

・利用範囲、安全対策、利用料金など 

・付加価値、運営管理 

第 4 回 平成 30 年 10 月 24 日 6 名 

・東防波堤の活用 

・遠賀川沿いの整備 

・期待できる効果（経済効果） 

 

 


